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Ａ．研究目的 

 近年高精度放射線治療は急速に臨床に

浸透してきているが、本邦においては治療

機器数を充足するだけの専従の医師、物理

系スタッフが十分配備されているとはい

えない現状にある。現在の本邦の高精度放

射線治療の診療実態調査より、現況把握と

今後の課題につき明確にすることにより、

本治療法の均てん化やさらに有益で効率

的な臨床応用につながる情報収集を行う

事で、同治療の品質改善につながる取り組

みを行い還元することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

 研究分担者の課題として頭頸部癌の高

精度放射線治療の臨床評価を中心に検討

を行うこととした。放射線治療計画の実際、

治療機器の実態、物理評価および品質管理

の実情につき調査項目を検討しアンケー

トを策定したが、数施設でアンケートの入

力およびサンプル症例の放射線治療の実

データを匿名化の上出力し、研究代表者施

設へ提出した。 

（倫理面への配慮） 

症例データの管理に関して個人情報と

同等の安全性と守秘性を確保するため、研

究班として実施ルールについて十分に検

討を行う。データ集積は守秘性確約の上で

対象施設長に依頼し、承諾を得た施設に対

して行う予定である。 

 

Ｃ．研究結果 

 数施設での施設訪問調査の妥当性検討

を経てグループ内で議論の結果訪問施設

の抽出を行い行動計画を立案した。JASTRO

施設にたいしてWeb上および郵送によるア

ンケート調査を行った結果を集積し当部

富田医長が論文化し現在投稿中である。 

 

Ｄ． 考察 

 頭頸部がんに関しては強度変調放射線

治療の有益性は高いエビデンスレベルを

持って示されているものの、残念ながら本

邦において他癌腫に比較して十分な利用

が進んでいない状況にあると推察される。

その理由として治療計画が複雑でマンパ

ワーが充足していない等の理由が考えら

れる。本研究によって現状の診療実態を分
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析し、今後の効率よい臨床応用にむけて問

題点を明確にして診療の質を向上させる

ことにさらに貢献できるものと考える。 

 

Ｅ． 結論 

 本邦における頭頸部癌高精度放射線治

療の構造・課程・結果を把握するための手

法について検討が行われた。訪問調査結果

について今後検討を行う予定である。 
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